
『ECERS/ITERS：日本での
　活用の現況と展望』
講師：埋橋玲子先生
　　　大阪総合保育大学

2025年2月9日(日)
10：00～11：00　ZOOＭ開催

第57回研究会は、国際的に広く知られている保育環境評価スケールを翻訳し日本で紹介をされている埋橋玲子先生
に、日本での保育の場での実践や取り組み、研究についてご講演をいただきます。2024年4月には「保育リーダー
シップ評価スケールPAS：よりよい園運営のために（法律文化社）」の翻訳監修にもあたられています。2025年3
月にはECERS/ITERSの解説書として『保育のABC/見直しBOOK〜『保育環境評価スケール」〜活用法（仮題）』
が学研より出版されます。　評価スケールを通して、国際的動向や日本文化に関する視点、研究や実践での使用にあ
たっての留意点などを学び、議論します。ぜひご参加ください。

申込方法
研究会に参加希望の方は、研究会事務局Eemail: iaecestudygroup◎gmail.com　野口隆子まで
（◎を＠に書き換えてお申し込みください。Zoom招待用URLをお送りします。)
研究会は会員でない方も会費無料で参加できます。終了後、学会員用YouTubeにて当日の録画を
配信いたします。 https://iaece.jp/　☞研究会/研修

研究委員会
第57回研究会のお知らせ

＜講師略歴＞
　現在、大阪総合保育大学特任教授。ECERS-J（保育環境評価スケール研究会）代表。専門は保育評価、イギ
リスの保育制度。アメリカでECERS、ITERS、FCCERSの著者らによるトレーニングを受けた。日本では保育
環境評価スケールの翻訳の出版を行うとともに、スケールを用いての評価実習を長年行い、また保育現場でのス
ケールの活用についてのレクチャーを実践者とともに定期的におこなっている。　
＜主な著作・論文・翻訳＞　
　　・チャイルドケア・チャレンジ-イギリスからの教訓-法律文化社 2007
　　・ 保育リーダーシップスケール PAS 法律文化社 2024/3
　　・ 保育コーチングーECERS を使って 法律文化 2020/06
　　・ 新・保育環境評価スケール④放課後児童クラブ 法律文化社 2019/03
　　・ 新・保育環境評価スケール② 0・１・２歳 法律文化社 2018/12
　　・ 新・保育環境評価スケール③考える力 法律文化社 2018/06
　　・ 新・保育環境評価スケール①（3 歳以上） 法律文化社 2016/10 
　　・ 諸外国の保育スケールは日本にどのように生かされるか 保育学研究 第 56 巻 第１号2018　など多数


